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は
じ
め
に

　

 

永
坂
石
埭
は
、『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）
に
、

　
　

永
坂
石
埭　

な
が
さ
か‒

せ
き
た
い
一
八
四
五

－
一
九
二
四　

明
治‒

大
正

時
代
の
医
師
、
書
家
、
漢
詩
人
。
弘こ
う

化か

二
年
九
月
生
ま
れ
。
漢
詩
は
森

春し
ゅ
ん

濤と
う

門
下
の
四
天
王
の
ひ
と
り
。
明
治
七
年
ご
ろ
上
京
し
、
神
田
お
玉

ケ
池
の
梁や
な
が
わ
―
せ
い
が
ん

川
星
巌
旧
居
跡
に
医
院
玉
池
仙
館
を
開
業
し
た
。
書
も
よ
く

し
、
石
埭
流
と
い
わ
れ
た
。
晩
年
は
郷
里
名
古
屋
に
も
ど
り
、
大
正
十
三

年
八
月
二
十
四
日
死
去
。
八
十
歳
。
本
名
は
周
二
。

と
、
紹
介
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
椙
山
女
学
園
大
学
図
書 

館
に
山
崎
敏
夫
文
庫 

が
あ
る
。
こ
の
山

崎
敏
夫
〔
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
七
月
三
十
日
〜
昭
和
五
十
三
（
一
九

七
八
）
年
四
月
三
日
〕
は
、
歌
人
、
国
文
学
者
と
し
て
『
日
本
近
代
文
学
大
事

典
』（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）
に
紹 

介
さ
れ
、
愛
知
県
立
大
学
学
長
等
を
歴
任

し
た
人 

物
で
あ
）
1
（

る
。
本
学
と
の
関
り
は
、「
山
崎
敏
夫
年
）
2
（

譜
」
に
よ
れ
ば
、
家

政
学
部
非
常
勤
講
師
に
は
じ
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
椙
山
女
学
園
監
事

を
務
め
、
特
に
、
家
政
学
部
し
か
な
か
っ
た
本
学
に
、
昭
和
四
十
四
年
の
短
期

大
学
部
開
学
に
際
し
尽
力
さ
れ
、
主
任
教
授
と
し
て
、
愛
知
県
立
大
学
退
官
後

に
着
任
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
山
崎
と
面
識
は
な
い
が
、
今
も
山
崎

を
知
る
教
授
た
ち
か
ら
の
信
望
は
と
て
も
厚
い
と
感
じ
て
い
る
。
没
後
、
寄
贈

い
た
だ
い
た
和
歌
・
短
歌
関
係
を
主
と
し
た
国
文
学
関
係
の
図
書
は
『
椙
山
女

学
園
大
学
図
書
館
所
蔵
山
崎
敏
夫
文
庫
目
録
』（ 

一
九
八
七
年
刊
）
で
確
認
で

き
る
。

　

こ
の
文
庫
所
蔵
の
川
島
丈
内
著
『
名
古
屋
文
學
史
』
二
版
（
一
九
三
三
年

刊
）
に
は
、
赤
線
や
い
く
つ
か
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
そ
の
中
の
永
坂
石
埭
の

項
は
特
別
で
、
没
年
の
干
支
と
月
日
が
加
筆
さ
れ
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一

一
）
年
の
新
聞
の
切
り
抜
き
か
と
思
わ
れ
る
石
埭
の
篆
刻
の
紹
介
記
）
3
（

事
が
貼
付

さ
れ
、「
永
坂
石
埭
翁
」
と
題
さ
れ
た
ブ
ロ
マ
イ
ド
風
の
）
4
（

紙
（
図
１
）
が
挟
み

込
ま
れ
て
あ
る
。
山
崎
は
こ
の
切
り
抜
き
を
『
名
古
屋
文
學
史
』
二
版
を
入
手

す
る
ま
で
二
十
年
以
上
も
持
ち
続
け
て
い
た
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
永

坂
石
埭
に
か
な
り
傾
倒
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

も
し
も
こ
の
書
き
込
み
が
、
出
版
直
後
に
入
手
さ
れ
た
頃
の
も
の
で
あ
れ

ば
、
山
崎
は
、
当
時
、
三
十
三
歳
（
数
え
）
5
（

年
）、
歌
人
と
し
て
も
、
ま
た
、
和

歌
・
短
歌
の
研
究
者
と
し
て
も
活
躍
し
、
愛
知
県
第
一
高
等
女
学
校
教
授
（
文

部
省
）
を
務
め
て
い
た
時
で
あ
る
。

玉
池
仙
館
主
人　

永
坂
石
埭
の
狂
俳

冨　
　

田　
　

和　
　

子＊



図１

冨　田　和　子

一
六

　

さ
て
、
永
坂
石
埭
が
、
東
京
医
学
校
（
の
ち
帝
国
大
学
医
科
大
学
、
東
大
医

学
部
の
前
身
）
で
教
授
を
し
て
い
た
頃
か
ら
、
退
職
し
て
神
田
の
お
玉
が
池
に

あ
っ
た
梁
川
星
巌
旧
宅
（
東
京
神
田
松
枝
町
二
三
番
地
）
で
開
業
し
て
い
た
頃

の
数
年
間
、
桑
弧
社
の
名
誉
社
員
評
者
と
し
て
狂
俳
形
式
に
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
山
崎
が
傾
倒
し
た
石
埭
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
と
し

て
、
狂
俳 

形
式
の
句
及
び
撰
句
を
考
察
し
た
い
。

　

末
尾
に
、
現
存
す
る
『
桑
弧
集
』
初
編
〜
第
十
三
）
6
（
編
か
ら
、
表
１
「
玉
池
仙

館
（
永
坂
石
埭
）
の
狂
俳
一
覧
」
を
付
し
た
の
で
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
引
用
に
際
し
、
ル
ビ
は
概
ね
省
略
し
、
適
宜
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

異
体
字
を
含
め
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
に
改
め
た
が
、
例
外
も
あ
る
。

一　

永
坂
石
埭
略
年
表

　

ま
ず
、
永
坂
石
埭
に
つ
い
て
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
略
年
表
を
掲
出
す

る
。
主
に
、『
永
坂
石
埭
│
│
そ
の
文
人
的
素
顔
』（
大
野
修
作
監
修 

井
谷
五

雲
著　

ア
ー
ト
ラ
イ
フ
社　

二
〇
一
九
年
）
所
収
の
、「
永
坂
石
埭
略
伝
」
を

大
い
に
参
照
し
、
適
宜
、
新
聞
記
事
な
ど
で
補
い
、
狂
俳
関
係
事
項
を
記
載
し

た
。
な
お
、
適
宜
『
永
坂
石
埭
│
│
そ
の
文
人
的
素
顔
』
の
主
な
掲
載
頁
を

（　

）
内
に
記
載
し
た
。
詳
細
は
同
書
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
年
齢
は
数

え
年
。
◎
は
狂
俳
関
係
事
項
。
朝
日
新
聞
記
事
は
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
検

索
。

○
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
九
月
二
十
三
日
生
。
本
名
は
周
ま
た
は
周
二
。
字

は
希
荘
ま
た
は
周
二
。
号
、
石
埭
。
ほ
か
に
曼
道
人
・
曼
陀
道
人
・
玉
池
舫

人
・
一
桂
堂
・
曼
梅
主
人
な
ど
と
署
し
、
そ
の
居
を
夢
樓
・
斜
庵
・
玉
池
仙

梅
・
玉
池
仙
館
な
ど
と
称
し
た
。

　

尾
張
藩
医
永
坂
氏
の
支
家
で
初
代
は
順
治
、
二
代
は
周
二
。
そ
し
て
三
代
周

輔
（
の
ち
周
二
）
は
御
目
見
医
師
（
外
科
専
門
）・
狂
歌
師
。
諱
は
徳
彰
、
号

は
一
桂
堂
（
一
八
〇
七
〜
一
八
六
七
）
で
、
石
埭
は
そ
の
長
男
。
名
古
屋
城

下
、
今
の
名
古
屋
市
西
区
上
富
町
に
生
ま
れ
た
。
基
礎
学
は
藩
校
、
本
道
（
漢

方
の
内
科
系
医
学
）・
外
科
を
父
に
学
ぶ
。

○
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年　

十
五
歳
、
三
河
岡
崎
に
赴
き
曽
我
耐
軒
の
門
に

漢
学
詩
文
を
学
び
、
の
ち
森
春
濤
に
師
事
（
永
坂
家
に
あ
る
『
大
正
名
家
録
』

記
事
）。（
六
六
頁
）

・
漢
詩
は
初
め
曽
我
耐
軒
に
、
つ
い
で
（
中
略
）
同
郷
の
漢
詩
人
で
あ
る
鷲
津

毅
堂
と
森
春
濤
に
つ
い
て
学
ん
だ
。（
中
略
）
ま
た
尾
張
藩
が
招
聘
し
た
清
国



図２

玉池仙館主人　永坂石埭の狂俳

一
七

の
詩
人
で
あ
る
金
加
穂
に
も
学
び
、
合
わ
せ
て
鷲
津
毅
堂
に
詩
文
を
学
ぶ
傍

ら
、
中
国
文
学
・
絵
画
・
茶
道
に
精
通
し
た
。
し
か
し
生
前
、
詩
集
を
編
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。（
七
〇
頁
）

○
明
治
戊
辰
戦
争
〔
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月
三
日
〜
明
治
二
（
一
八
六

九
）
年
五
月
十
八
日
〕
二
十
四
〜
二
十
五
歳　

藩
医
の
四
代
目
と
し
て
従
軍

し
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
（
征
東
大
総
督
）
の
護
衛
隊
に
加
わ
り
江
戸
城
に

入
っ
た
。

・
公
務
の
か
た
わ
ら
和
泉
橋
医
学
校
（
東
大
医
学
部
の
前
身
）
で
学
ぶ
。

○
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年　

二
十
八
歳　

第
一
大
学
区
医
学
校
（
東
大
医
学

部
の
前
身
）
に
入
り
、
ド
イ
ツ
人
ホ
フ
マ
ン
に
内
科
学
を
学
ぶ
。

○
明
治 

七
（
一
八
七
四
）
年　

三
十
歳　

東
京
医
学
校
（
の
ち
帝
国
大
学
医
科

大
学
、
東
大
医
学
部
の
前
身
）
に
勤
務
。
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
ま
で

（
四
十
五
歳
）。

・
こ
の
頃
、
東
京
医
会
の
幹
事
と
な
る
。（
六
八
頁
）

・
神
田
の
お
玉
が
池
で
購
入
し
た
家
が
梁
川
星
巌
旧
宅
（
東
京
神
田
松
枝
町
二

三
番
地
）
で
あ
っ
た
。
永
井
荷
風
『
下
谷
叢
）
7
（
話
』
に
も
紹
介
さ
れ
、「
明
治

七
、
八
年
の
頃
に
至
り
名
古
屋
藩
の
医
に
し
て
詩
を
森
春
濤
と
鷲
津
毅
堂
と
に

学
ん
だ
永
阪
（
マ
マ
）石

埭
が
、
星
巌
の
邸
址
を
探
り
求
め
）
8
（

て
新
に
亭て

い

榭し
ゃ

を
築
き
、
顔が

ん

し
て 

玉
池
仙
館
と
称
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

。
其そ

処こ

は
神
田
区
松
枝
町
二
十
三
番
地
で
あ
る
」

（
六
九
頁
）
と
あ 

る
。（
傍
点
は
冨
田
に
よ
る
。）

・
明
治
七
年
の
昔
か
ら
つ
い
此
頃
ま
で
翁
が
住
み
馴
れ
た
東
京
神
田
松
枝
町
二

三
番
地
の
旧
宅
は
俗
に
神
田
の
お
玉
が
池
と
呼
ば
れ
、
有
名
な
詩
人
の
梁
川
星

巌
の
玉
池
吟
社
の
祉
（
マ
マ
）（

址
）
で
あ
っ
た
、
初
め
翁
は
夫
れ
を
、
知
ら
な
か
っ

た
処
鷲
津
毅
堂
、
小
野
湖
山
の
両
氏
か
ら
詩
人
星
巌
の
旧
祉
（
址
）
で
あ
る
と

聞
い
て
大
喜
び
、
火
事
が
名
物
の
お
江
戸
真
中
、
而
も
火
に
縁
の
あ
る
神
田
を

去
る
に
忍
び
ず
し
て
玉
池
吟
社
の
祉
（
址
）
を
永
住
の
地
と
決
め
、
二
〇
〇
余

坪
の
土
地
を
求
め
て
好
む
儘
に
支
那
風
の
書
斎
を
三
つ
ま
で
設
け
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（「
新
愛

知
」
大
正
五
年
五
月
二
十
一
日
「
石
埭
詩
人
と
其
雅
房
」
よ
り
）。（
七
〇
頁
）

○
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年　

四
十
歳　

五
月
十
五
日
に
従
来
の
履
歴
に
よ

 

り
医
師
免
許
を
下
付
さ
れ
て
い
る
。（
六
六
頁
）

◎
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年　

四
十
四
歳　

名
誉
社
員
評
者
と
し
て
桑
弧

社
に
参
加
。「
桑
弧
集
初
篇
課
）
9
（

題
」
の
見
返
し
に
「
陶
冶
性
霊
」
揮 

毫
（
図

２
）。「
桑
弧
集
」
初
編
（
十
月
刊
）
に
題
）
10
（
辞
を
揮
毫
。
同
十
三
編
（
明
治
二
十

六
年
五
月
刊
）
ま
で
名
誉
社
員
評
者
と
し
て
撰
句
。
同
九
編
（
明
治
二
十
四
年

八
月
刊
）
ま
で
の
石
埭
の
掲
載
句
は
、
末
尾
の
表
1
「
玉
池
仙
館
（
永
坂
石

埭
）
の
狂
俳
一
覧
」
参
照
。

○
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年　

四
十
五
歳　

東
京
医
学
校
（
の
ち
帝
国
大

学
医
科
大
学
、
東
大
医
学
部
の
前
身
）
を
退
職 

し
て
開
業
。

○
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年　

四
十
六
歳　

長
瀬
商
店
が
石
鹸
を
製
造
販

売
す
る
に
あ
た
っ
て
、
石
埭
は
こ
れ
を
「
花
王
石
鹸
」
と
命
名
し
、
効
能
書
と

題
字
を
書
い
た
。
整
腸
薬
「
ウ
ル
ユ
ス
」
の
看
板
、
い
す
ゞ
自
動
車
の
ロ
ゴ
、

名
古
屋
の
銘
菓
「
両
口
屋
」
の
屋
号
、
或
は
福
助
足
袋
の
題
字
も
石
埭
の
筆
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。（
七
一
頁
・
引
用
に
際
し
、
掲
載
図
は
省
略
し
た
）

◎
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年　

四
十
七
歳　
「
桑
弧
集
」
九
編
（
八
月

刊
）
の
題
辞
の
識
語
に
「
玉
池

遊
讀
并
識　

 

石
埭
（
印
）」

○
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）

年　

四
十
九
歳　
「
鷗
夢
新
紙
」

（
森
川
竹
蹊
編
。
詩
文
風
流
の

雑
誌
）
に
当
世
名
家
の
一
人
と

し
て
寄
稿
が
あ
る
旨
の
記
事
あ

り
（
朝
日
新
聞
一
月
三
十
日
東



冨　田　和　子

一
八

京
版　

朝
刊
五
頁
）。

◎
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
「
追
薦
集
」（
東
京　

成
錦
舎　

十
二
月
）
11
（
刊
）

の
題
辞
を
揮
毫
。
末
尾
に
「
乙
未
十
二
月
題
于
玉
池
仙
館
之
祭
詩
龕
石
埭

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

居
士

周0　

印
」

○
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年　

五
十
七
歳　

朝
日
新
聞
三
月
十
三
日
（
東

京
版　

朝
刊
三
頁
）
に
七
言
絶
句
掲
載
。
以
後
、
同
年
内
に
漢
詩
十
三
首
、
同

三
十
七
年
三
月
に
漢
詩
一
首
掲
載
。

・
十
二
月
二
十
二
日
、
芥
舟
）
12
（
翁
追
悼
会
に
、
榎
本
、
長
岡
両
子
爵
ら
と
共
に
出

席
（
朝
日
新
聞
十
二
月
二
十
三
日
東
京
版　

朝
刊
一
頁
）。

○
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年　

五
十
九
歳　
「
清
国
葉
松
石
氏
没
す
」（
朝

日
新
聞
三
月
二
十
一
日
東
京
版　

朝
刊
二
頁
）
に
、
葉
松
石
（
明
治
九
年
に
来

日
し
、
外
国
語
学
校
の
教
師
と
し
て
二
年
間
在
留
）
と
の
深
い
関
り
が
窺
え
る

記
載
あ
り
。

○
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年　

六
十
二
歳　

東
京
帝
国
大
学
に
整
形
外
科

学
講
座
の
開
設
に
あ
た
り
、
初
代
教
授
田
代
義
徳
よ
り
助
言
を
求
め
ら
れ
、
整

形
外
科
と
い
う
医
学
用
語
を
考
案
。（
六
六
頁
）

・
日
下
部 

鳴
鶴
（
明
治
以
降
の
書
家
第
一
人
者
と
し
て
高
名
）
ら
五
十
余
名
の

書
家
と
と
も
に
日
本
美
術
協
会
退
会
（
朝
日
新
聞
九
月
二
十
日
東
京
版　

朝
刊　

四
頁
）。

・
十
月
十
三
日
、
森
槐
南
、
佐
々
木
信
綱
ら
と
総
勢
七
名
で
、
軽
井
沢
の
別
荘

で
療
養
中
の
末
松
青
萍
（
謙
澄
）
博
士
の
招
き
に
応
じ
、
碓
氷
の
紅
葉
狩
り
に

出
か
け
る
〔
荼
毘
庵
「
紅
葉
狩
（
一
）」（
朝
日
新
聞
十
月
二
十
五
日
東
京
版　

朝
刊　

五
頁
）〕。

○
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年　

六
十
六
歳　
「
鐵
筆
歴
」
第
十
二
回
に

「
麦
秋
至
」
の
篆
刻
作
品
紹
介
（
朝
日
新
聞
六
月
一
日
東
京
版　

朝
刊
七
頁
）。

・
伊
藤
博
文
（
一
八
四
一
〜
一
九
〇
九
）
の
一
周
年
忌
（
十
月
二
十
六
日
）
に

墓
前
に
据
付
け
た
石
灯
籠
一
対
の
題
字
を
末
松
子
爵
（
謙
澄
。
伊
藤
博
文
の
娘

婿
）
が
選
定
し
、
石
埭
が
揮
毫
（
朝
日
新
聞
十
月
十
二
日
東
京
版　

朝
刊
二

頁
）。

○
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年　

六
十
七
歳　
「
安
楽
椅
子
」
に
「
△
石
埭

居
士
の
詩
龕
祭
」
と
題
し
た
記
事
あ
り
（
朝
日
新
聞
一
月
十
五
日
東
京
版　

朝

刊
六
頁
）。

・
石
埭
先
生
書
『
前
赤
壁
賦
』（
石
埭
の
最
初
の
書
の
手
本
。
吉
川
弘
文
館
・

川
瀬
書
店
発
行
。
八
十
銭
）
の
広
告
掲
載
（
朝
日
新
聞
一
月
二
十
六
日
東
京
版　

朝
刊
一
頁
）。
他
に
、
同
二
月
十
日
「
●
新
刊
雑
書
」
に
も
紹
介
あ
り
。

・
森
槐
南
逝
去
の
際
、
朝
日
新
聞
か
ら
取
材
を
受
け
る
（「
▽
永
坂
石
埭
氏

談
」
朝
日
新
聞
三
月
八
日
東
京
版　

朝
刊
五
頁
・「
●
故
森
文
学
博
士　

▽
永

坂
石
埭
氏
談
」
同
三
月
九
日
東
京
版　

朝
刊
五
頁
）。

・
永
坂
石
埭
先
生
揮
毫
『
後
赤
壁
賦
』（
吉
川
弘
文
館
発
行
。
七
十
銭
）
の
広

告
掲
載
（
朝
日
新
聞
三
月
二
十
二
日
東
京
版　

朝
刊
一
頁
）。

・「
碧
巌
句
印
」
第
四
回
（
朝
日
新
聞
五
月
十
六
日
東
京
版　

朝
刊
七
頁
）、
第

十
三
回
に
「
千
聖
不
傳
」
の
篆
刻
作
品
紹
介
（
同
六
月
二
十
六
日
東
京
版　

朝

刊
七
頁
）。

・「
鳥
迹
叙
形
」
に
「
一
徑
白
雲
」
の
篆
刻
作
品
の
紹
介
記
）
13
（

事
。

○
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年　

七
十
歳　

郷
里
の
名
古
屋
に
戻
る
。

・
名
古
屋
市
西
長
者
町
二
丁
目
（「
新
愛
知
」
大
正
五
年
五
月
二
十
一
日
「
石

埭
詩
人
と
其
雅
房
」
よ
り
）。（
六
九
頁
）

○
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年　

七
十
三
歳　

名
古
屋
市
長
者
町
三
丁
目
松
坂
屋

所
有
の
残
月
庵
に
隠
れ
、
傍
ら
に
一
桂
堂
を
建
て
て
東
海
文
墨
の
雄
と
し
て
老

後
を
送
る
。（
七
一
頁
）

・
玉
池
仙
館
（
旧
宅
）
を
鰹
節
問
屋
イ
號
（
に
ん
べ
ん
）
主
人
高
津
伊
兵
衛
氏

に
譲
渡
。（
六
九
頁
）



玉池仙館主人　永坂石埭の狂俳

一
九

○
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年　

七
十
九
歳　

九
月
一
日
関
東
大
震
災
で
玉
池

仙
館
（
旧
宅
）
消 

失
。

○
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年　

八
十
歳　

八
月
二
十
四
日
十
一
時
没
。
脳
溢

血
。（
七
一
頁
）

・『
石
埭
翁
詩
稿
』
十
三
冊
（
蓬
左
文
庫
）
14
（

蔵
）・『
石
埭
翁
印
譜
』・『
名
古
屋
八

景
詞
』・『
横
浜
竹
枝
詞
』・『
新
潟
尋
句
図
詞
』・『
石
埭
書
前
赤
壁
賦
』・『
石
埭

後
赤
壁
賦
』
各
一
冊
が
残
る
。（
七
一
頁
）

・
名
古
屋
市
東
区
の
照
遠
寺
に
葬
ら
れ
た
が
、
現
在
は
平
和
公
園
内
の
照
遠
寺

墓
域
内
に
先
祖
の
墓
と
と
も
に
移
さ
れ
て
い
る
。（
七
一
頁
）

・
碑
銘
は
「
石
埭
先
生
之
墳
」
と
自
筆
の
も
の
と
思
わ
れ
る
篆
書
で
刻
さ
れ
て

い
る
。
法
号
は
「
孝
徳
院
猷
學
石
埭
日
周
居
士
」。
東
京
新
宿
区
原
町
の
幸
国

寺
に
分
骨
さ
れ
て
い
る
。（
七
一
頁
）

　

石
埭
に
つ
い
て
全
く
知
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
て
確
認
す
る
と
、
石
埭

は
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
、
高
い
教
養
を
培
い
、
医
師
、
書
家
、
漢
詩
人
の
各

分
野
で
活
躍
し
、
い
ず
れ
も
一
流
の
評
価
を
得
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

長
命
で
、
後
半
生
を
市
井
の
中
、
文
人
と
し
て
生
き
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

因
み
に
、
石
埭
が
亡
く
な
っ
た
時
、
山
崎
は
二
十
四
歳
。
京
都
帝
国
大
学
の

学
生
で
あ
り
、
在
学
中
に
孤
児
と
な
る
も
、『
ア
ラ
ラ
ギ
』
を
退
会
し
『
水

甕
』
の
歌
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
頃
で
あ
る
。
山
崎
は
石
埭
の
生
き
方
に
共

鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

二　

永
坂
石
埭
（
玉
池
仙
館
主
人
）
と
桑
弧
社

　

桑
弧
社
は
、
明
治
二
十
年
頃
、
東
京
で
撫
松
堂
安
楽
（
柴
田
芳
洲
。
日
本
画

家
。
柴
田
英
次
郎　

 

一
八
四
〇
〜
一
八
九
〇
年
）、
青
松
庵
飛
猿
（
俳
優
。
市

川
団
六
。
市
川
飛
猿
。
高
木
兼
次
郎　

？
〜
一
八
九
一
か
ら
一
八
九
五
年
の
間

に
没
）、
白
鴎
舎
五
湖
（
狂
言
作
者
。
佐
橋
冨
三
郎　

？
〜
一
八
九
三
年
）
の

三
名
で
結
成
し
、
明
治
二
十
一
年
十
月
「
清
警
冠
句
」
と
角
書
し
た
句
集
「
桑

弧
集
」
を
発
行
し
た
。
こ
の
初
編
（
明
治
二
十
一
年
十
月
刊
）
の
安
楽
跋
文
に

発
足
の
趣
意
を
記
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
明
治
期
の
俳
文
芸
意
識
の

魁
│
│
東
京
「
清
警
冠
句
」
と 

狂
俳
」〔「
東
海
近
世
」
第
十
八
号
（
二
〇
〇
九

年
五
月
）〕
で
考
察
し
た 

。「
桑
弧
集
」
は
十
三
編
（
同
二
十
六
年
五
月
刊
）
ま

で
現
存
す
る
。
そ
し
て
、
桑
弧
社
は
、「
三
尾
濃
勢
遠
駿
甲
信
」
に
支
部
を
持

ち
、
京
坂
・
中
国
地
方
に
も
同
好
者
が
い
た
（「
清
警

冠
句 

追
薦
集
」
東
京　

成
錦
舎　

明
治
二
十
八
年
十
二
月
）。
こ
の
初
代 

社
長
は
安
楽
で
、
六
編
（
同
二
十
三
年

十
月
刊
）
ま
で
編
集
し
た
。
ま
た
、 「
清
警
冠
句
」
と
角
書
し
、
桑
弧
社
第
一

美
濃
部　

平
子
春
載
編
の
「
窓
の
友
」
四
十
二
編
（
土
岐
。
同
三
十
四
年
九
月

刊
）
が
現
存
す
る
の
で
、
桑
弧
社
は
少
な
く
と
も
明
治
三
十
四
年
ま
で
は
存
続

し
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
石
埭
は
「
桑
弧
集
」
初
編
の
募
集
要
項
で
あ
る
「
桑
弧
集
初
篇
課

題
」
に
、
玉
池
仙
館
主
人
の
表
徳
号
で
、
名
誉
社
員
評
者
と
し
て
名
を
連
ね

る
。
前
項
で
確
認
し
た
と
お
り
、「
玉
池
仙
館
」
は
石
埭
の
住
ま
い
に
つ
け
た

名
称
で
あ
る
。
こ
の
明
治
二
十
一
年
は
四
十
四
歳
、
東
京
医
学
校
（
の
ち
帝
国
大

学
医
科
大
学
、
東
大
医
学
部
の
前
身
）
を
退
職
し
て
開
業
す
る
前
年
に
あ
た
る
。

　

ま
ず
、
石
埭
と
、
桑
弧
社
の
発
起
人
三
名
の
関
り
を
み
た
い
。

　

当
時
、
安
楽
（
柴
田
芳
洲
）
は
一
流
の
日
本
画
）
15
（
家
で
、
美
倉
橋
近
く
の
神
田

川
沿
い
の
神
田
区
佐
久
間
町
三
丁
目
廿
一
番
地
（
現
在
の
千
代
田
区
神
田
佐
久

間
町
三
丁
目
）
に
住
）
16
（

み
、
飛
猿
（
高
木
兼
次
郎
）
は
歌
舞
伎
役
者
で
俳
諧
を

嗜
）
17
（

み
、
神
田
川
沿
い
の
日
本
橋
区
元
柳
町
拾
番
地
（
現
在
の
東
日
本
橋
二
丁
目

二
七
〜
二
八
番
あ
た
り
）
に
住
み
、
五
湖
（
佐
橋
冨
三
郎
）
は
春
木
座
の
座
付

き
作
者
で
本
郷
区
春
木
町
一
丁
目
廿
二
番
地
（
現
在
の
文
京
区
本
郷
三
丁
目
）



冨　田　和　子

二
〇

に
住
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
飛
猿
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
安
楽
と
五
湖
は
尾

張
（
愛
知
県
）
出
身
で
あ
る
。
一
方
、
石
埭
も
尾
張
出
身
で
、
神
田
松
枝
町
二

三
番
地
（
現
在
の
千
代
田
区
岩
本
町
二
丁
目
）
に
住
ん
で
い
た
か
ら
、
同
郷
で

現
在
の 
秋
葉
原
駅
周
辺
、
半
径
七
〇
〇
ｍ
以
内
に
住
む
文
化
人
の
つ
な
が
り
で

あ
っ
た
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。

　

次
に
、
末
尾
の
表
１
「
玉
池
仙
館
（
永
坂
石
埭
）
の
狂
俳
一
覧
」
で
分
か
る

と
お
り
、
石
埭
は
初
編
〜
十
三
編
の
内
、
三
編
を
除
く
、
初
編
（
明
治
二
十
一

年
十
月
刊
）
か
ら
九
編
（
明
治
二
十
四
年
八
月
刊
）
ま
で
の
三
年
間
に
、
二
十

番
句
ま
で
に
選
ば
れ
た
七
十
句
が
載
る
。
但
し
、
六
編
（
明
治
二
十
三
年
十
月

刊
）
か
ら
は
附
録
月
次
集
の
抜
粋
等
に
載
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
石
埭
は
医
業

の
傍
ら
、
漢
詩
人
と
し
て
も
書
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
か
ら
、
お
そ
ら
く

月
次
会
に
は
参
加
す
る
も
の
の
、
次
第
に
「
桑
弧
集
」
の
作
句
ま
で 

は
手
が
回

ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
名
誉
社
員
評
者
と 

し
て
は
、
八
編
・
十
編
〜
十
二
編
を
除
い
て

十
三
編
ま
で
務
め
て
い
る
。 

六
編
あ
た
り
ま
で
と
そ
の
後
の
桑
弧
社
と
の
付
き

合
い
方
が
微
妙
に
変
化
し
た
の
は
、
初
代
社
長
の
安
楽
が
六
編
の
編
集
ま
で
で

亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
石
埭
は
「
支
那
風
の
書
斎
を
三
つ
ま
で
設
け
た
」
程
、
支
那
好
み
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
お
そ
ら
く
石
埭
の
こ
と
を
題
に
し
た
と
思
わ
れ
る
句
が
『
桑

弧
集
』
初
編
に
載
る
の
で
引
用
す
る
。
○
付
き
数
字
は
撰
句
順
位
。

　
　

支
那
癖
先
生　

戸
棚
に
昼
寝
し
て
御
座
る　
　
　

玉
池
：
五
湖
評
⑤

　
　

支
那
癖
先
生　

紅
の
名な
ふ
だ刺

で
暑
気
見
舞
ふ　
　
　

玉
池
：
五
湖
評
⑮

　
　

支
那
癖
先
生　

冬
至
に
や
堅
ふ
朋
友
呼
ぶ　

三
河 

一
聲
：
玉
池
仙
館
評

⑳

　
　

支
那
癖
先
生　

奥
様
十と

文
八
分
召
す　
　
　
　
　

 

安
楽
：
若
葉
家
評
④

　

初
め
の
二
句
は
、
作
者
名
欄
に
「
玉
池
」
と
あ
る
の
で
石
埭
本
人
の
作
で
あ

ろ
う
。
他
に
も
、
自
分
の
こ
と
を
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
句
が
一
句
あ
っ
た
。

　
　

蓮
飯　
　
　
　

白
衣
に
蚊
の
血
付
ケ
て
居
る　
　

玉
池
：
豊
年
評
⑧

　

三
句
目
は
一
聲
の
作
を
石
埭
が
二
十
番
句
に
撰
ん
だ
も
の
。
四
句
目
は
安
楽

の
作
で
若
葉
家
が
四
番
句
に
撰
ん
だ
も
の
。
こ
の
句
の
「
十と

文
八
分
」
は
お
そ

ら
く
足
袋
の
サ
イ
ズ
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
な
「
十と

ひ

ち

文
七
分
」（
約
二
五
・
五

糎
）
よ
り
も
一
分
大
き
い
。
お
そ
ら
く
大
柄
な
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。

　

石
埭
は
、
お
そ
ら
く
自
分
の
こ
と
を
「
支
那
癖
先
生
」
と
題
に
さ
れ
て
も
、

気
楽
に
作
句
し
た
様
子
が
窺
え
る
し
、
奥
様
の
こ
と
を
詠
ん
だ
安
楽
の
句
を
若

葉
家
が
撰
ん
で
も
、
怒
っ
て
交
流
を
絶
つ
こ
と
も
し
て
い
な
い
か
ら
、
桑
弧
社

の
、
特
に
安
楽
と
は
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

因
み
に
、『
桑
弧
集
』
二
編
に
も
、
次
の
よ
う
な
お
そ
ら
く
仲
間
内
で
は
個

人
を
特
定
で
き
そ
う
な
題
が
出
さ
れ
た
句
が
載
っ
て
い
る
。

　
　

祠
掌
の
清
臣
さ
ん　

英
語
こ
な
し
て
洋
酒
飲
む　

斐
文
：
玉
池
仙
館
撰

　
　

祠
掌
の
清
臣
さ
ん　

贊
詞
に
観
世
流
ま
じ
る　
　

玉
池
：
若
葉
家
撰

　
　

祠
掌
の
清
臣
さ
ん　

瑣
細
な
無
心
口
籠
る　
　
　

安
楽
：
米
斎
撰

　

な
お
、
祠
掌
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
太
政
官
布
告
で
村
社
に
置
か

れ
た
下
級
の
神
官
の
職
名
。
同
二
十
七
年
に
勅
令
で
社
掌
に
補
さ
れ
、
昭
和
二

十
一
（
一
九
四
六
）
年
に
廃
止
。

三　

永
坂
石
埭
の
撰
句

　

石
埭
の
狂
俳
の
句
は
、
末
尾
の
表
１
「
玉
池
仙
館
（
永
坂
石
埭
）
の
狂
俳
一

覧
」
で
一
覧
し
、
気
楽
に
作
句
し
た
様
子
が
窺
え
た
。
こ
こ
で
は
、
石
埭
の
好

む 

傾
向
を
知
る
一
例
と
し
て
、
石
埭
が
名
誉
社
員
評
者
と
し
て
『
桑
弧
集
』
初

編
と
二
編
で
撰
ん
だ
各
二
十
句
を
掲
載
順
に
紹
介
し
た
い
。



玉池仙館主人　永坂石埭の狂俳

二
一

　
『
桑
弧
集
』
初
編
よ
り
石
埭
の
撰
句

　
　

蓮
飯 

白し
ら

瀧た
き

飛
ば
す
雨
誉ほ
め

る 

若
葉
家

　
　

夢 

附
け
と
手
紙
で
油ゆ

団と
ん

能
る 

五
湖

　
　

水
に
移
る
提
灯 

名
残
惜
し
や
魂た

ま

送
ツ
と
る 

花
酔

　
　

蓮
飯 

像ざ
う

に
手た

向
た
琵び

琶は

仕
舞
ふ 

飛
猿

　
　

夏
の
月 

白び
ゃ
く

檀だ
ん

呼
ん
で
葛か

西さ
い

消
す 

瓢
箪
庵

　
　

余
念
な
く 
母
衣
蚊
屋
の
愛
覗の
ぞ

い
と
る 

三
巴

　
　

転こ
ろ

ば
ぬ
先
キ
の
杖 
牛み
る
き乳
と
鶏た
ま
ご卵
続
け
と
る 

若
葉
家

　
　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム 
寄
る
と
夏
痩や

せ

競く
ら

べ
合
ふ 

飛
猿

　
　

ヘ
コ
理り

窟く
つ 

振
ら
れ
る
格か
く

備
へ
と
る 

若
葉
家

　
　

悪
縁 

合
乗
り
で
来
て
後う
し 

ロ
弾
く 

古
の
幾

　
　

お
株か

ぶ 

笑
ツ
た
限ぎ

り
で
幕
し
め
る 

飛
猿

　
　

言
語
道
断 

悋
気
ア
悋
気
で
言
ツ
て
居
る 

尾
張 

元
水

　
　

ヘ
コ
理
窟 

紙
袋
か
ら
牡ぼ

れ
い蠣

呑
む 
同　

 

其
風

　
　

し
ぐ
る
ゝ
蝉
声 

散
歩
に
普ふ

茶ち
ゃ

の
腹
こ
な
す 

瓢
箪
庵

　
　

蓮
飯 

膝
へ
切
籠
の
明
り
さ
す 
尾
張 
一
笛

　
　

祝
ふ
誕
生 

褄つ
ま

と
ら
ぬ
年
ア
夏
負ま

け
ぬ 
飛
猿

　
　

合
乗
り 

ま
だ
毟む

し

り
取
る
種
が
あ
る 

若
葉
家

　
　

口
癖 

死
た
い
姑
ト
医
者
撰
む 

五
湖

　
　

疑
ひ
過
キ 

惜
し
い
番
頭
出
さ
し
た
り 

安
楽

　
　

支
那
癖
先
生 

冬
至
に
や
堅
ふ
朋
友
呼
ぶ 

三
河
一
聲

　
『
桑
弧
集
』
二
編
よ
り
石
埭
の
撰
句

　
　

極
采マ

マ

色
の
杉
戸 

朝
湯
の
丁
子
薫か

ほ
ツ
と
る 

遠
江 

松
蔭

　
　

死
子
殺
世
の
中 

分
別
も
な
う
旅
仕
と
る 

松
江
女

　
　

三
日
前
か
ら 

玉た
ま

藻も

封ふ
う

じ
る
別べ
っ
け家

集よ

る 

尾
張 

野
冬

　
　

い
ち
じ
る
し 

熱あ
た
み海

戻
ツ
て
帯
か
け
る 

年
人
女

　
　

あ
ら
ぬ
別
れ 

送
ら
れ
て
又
送
ツ
と
る 

若
葉
家

　
　

奥
の
手 

利
付
け
し
て
贋に
せ

冠
つ
て
行 

米
斎

　
　

押
付
け
壻む

こ 

本
家
が
涙
飲の
ま

せ
と
る 

若
葉
家

　
　

切
る
傘 

腹
で
我わ

が

物も
の

さ
ら
へ
と
る 

松
江
女

　
　

祠
掌
の
清
臣
さ
ん 

英
語
こ
な
し
て
洋や

う
し
ゆ酒

飲
む 

斐
文

　
　

怖こ
わ

〳
〵 

貴レ
ジ
ー女
横
鞍
乗
り
習
ふ 

若
葉
家

　
　

か
ら
騒さ

わ

ぎ 

部
屋
中
で
霜し
も
か
れ枯
れ
包
む 

尾
張 

竹
の
家

　
　

い
ち
じ
る
し 

黴バ
チ
ル
ス菌
見
せ
て
病び
ょ
う

理り

説と

く 

桜
川

　
　

利り

己こ

主
義 

位い

牌は
い

引
取
人て

が
多
い 

若
葉
家

　
　

寝
覚
の
千
鳥 

史し

料り
や
う

探さ
ぐ

ツ
て
旅
厭あ

か
ぬ 

古
の
幾

　
　

土ど

瓶び
ん

で
蒸む

す
松ま
つ

茸だ
け 

秋
外
ア
宿
帳
付
イ
と
ら
ぬ 

三
河 

染
色

　
　

分
別
ざ
か
り 

遊
ひ
丈
け
義ぎ

務む

尽
し
と
る 

年
人
女

　
　

力
負
け 

純し
ゅ
ん

羊や
う

毫が
う

て
辞じ

表へ
う

書
く 

古
の
幾

　
　

極
采マ
マ

色
の
杉
戸 

智ち

識し
き

の
八
字
霜
深
い 

若
葉
家

　
　

ソ
レ
見
ロ 

東
京
で
小
便
仕
て
戻
る 

友
月

　
　

奥
の
手 

白た
わ
け痴
を
誉
め
て
使つ
か

ツ
と
る 

安
楽

　

こ
の
よ
う
に
眺
め
て
み
る
と
、
気
楽
に
詠
ま
れ
た
句
が
多
い
中
、
名
誉
社
員

講
師
の
若
葉
家
の
句
が
よ
く
撰
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

因
み
に
、
こ
の
若
葉
家
は
「
桑
弧
集
」
二
編
（
明
治
二
十
一
年
十
二
月
刊
）

の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
作
例
一
斑
」
の
作
者
で
、
桑
弧
社
の
指
導
的
立
場
に

い
た
人
物
で
あ
る
。「
作
例
一
斑
」
は
、
後
進
の
た
め
の
作
法
書
の
一
部
で
あ

り
、
随
所
に
桑
弧
社
の
め
ざ
す
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
冠
句
の
形
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
作
例
一
斑
」
は
、「
東
京 

桑
弧
社
の
め
ざ
し
た
「
清
警
冠
句
」」

（
椙
山
女
学
園
大
学
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
発
行
「
社
会
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
第
六
巻
二
号　

二
〇
〇
九
年
三
月
）
で
紹
介
し
た
。



冨　田　和　子

二
二

　

石
埭
は
名
誉
社
員
評
者
と
肩
書
さ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
若
葉
家
の
句
を
よ
く

撰
ん
で
い
る
し
、
ま
た
若
葉
家
に
よ
く
撰
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
桑
弧
社

の
め
ざ
し
た
新
し
い
狂
俳
の
面
白
さ
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
思

え
ば
、
生
家
の
あ
っ
た
名
古
屋
市
西
区
周
辺
も
、
十
五
歳
で
曽
我
耐
軒
の
門
下

で
漢
学
詩
文
を
学
ん
だ
岡
崎
も
、
狂
俳
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
も
し
か
し
た

ら
東
京
に
出
る
前
十
代
の
頃
に
、
狂
俳
を
見
聞
き
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

ま 

と 

め

　

石
埭
は
お
そ
ら
く
同
郷
の
安
楽
と
親
し
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
安
楽

に
誘
わ
れ
て
桑
弧
社
と
関
り
、「
清
警
冠
句
」
と
称
し
た
狂
俳
形
式
を
よ
く
理

解
し
、
気
楽
に
楽
し
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

思
え
ば
、
生
家
の
あ
っ
た
名
古
屋
市
西
区
周
辺
も
、
十
五
歳
で
曽
我
耐
軒
の

門
下
で
漢
学
詩
文
を
学
ん
だ
岡
崎
も
、
狂
俳
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
も
し
か

し
た
ら
東
京
に
出
る
以
前
の
十
代
の
頃
に
、
狂
俳
を
見
聞
き
し
て
い
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
山
崎
敏
夫
が
知
る
石
埭
は
、
お
そ
ら
く
医
師
、
書
家
、
漢
詩
人
と
し

て
の
石
埭
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
狂
俳
形
式
を
よ
く
理
解
し
、
東
京
で
桑

弧
社
の
名
誉
社
員
評
者
と
し
て
認
め
ら
れ
、
気
楽
に
楽
し
ん
だ
石
埭
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
る
。

注（
１
）  

山
崎
敏
夫
著
『
東
明
微
茫
』（
山
崎
敏
夫
遺
稿
集　

山
崎
敏
夫
先
生
記
念
会

編　

桜
楓
社　

一
九
七
九
年
）
所
収
の
荻
野
恭
茂
編
「
山
崎
敏
夫
年
譜
」
参
照
。

な
お
、
昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
四
月
か
ら
同
四
十
四
年
三
月
に
退
職
す

る
ま
で
の
三
年
間
、
愛
知
県
立
大
学
長
、
県
立
女
子
大
学
長
、
県
立
女
子
短
期

大
学
長
を
兼
務
し
た
。

（
２
）   

注（
１
）参
照
。

（
３
）  

山
崎
敏
夫
文
庫
本
に
貼
付
の
記
事
。「
鳥
迹
叙
形 

／
（
一
徑
白
雲
の
印
影
）

一
徑
／
白
雲 

／
辛
亥
八
月　

玉
池
老
人
篆
／
永
坂
周
二
君
石
埭
と
号
し
、
居
を

玉
池
僊
館
と
曰
ひ
、
祭
詩
龕
と
曰
ひ
、
星
舫
と
曰
ふ
。
名
古
屋
の
人
、
其
刀
圭

界
の
泰
斗
、
詩
書
の
大
家
た
る
は
夙
に
知
る
処
、
亦
画
梅
を
善
く
し
、
更
に
篆

刻
に
妙
を
得
た
り
。
今
年
六
十
五
。
家
住
東
京
神
田
松
枝
町
二
十
三
」〔
辛
亥

は
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
。
刀
圭
界
は
医
学
の
世
界
の
意
。〕
裏
面
の

記
事
は
、「

條
件
折
衝
困
難
（
千
代
田
東
京
瓦
斯
合
併
問
題
）」。
千
代
田
瓦

斯
と
東
京
瓦
斯
の
合
併
問
題
が
あ
っ
た
の
は
明
治
四
十
四
年
。
同
年
八
月
二
十

二
日
合
併
締
結
。
新
聞
は
報
知
新
聞
か
（
未
確
認
）。

（
４
）  

ブ
ロ
マ
イ
ド
風
の
紙
の
寸
法
：
二
〇
・
五
糎
×
一
四
・
〇
糎
（
写
真
一
八
・
五

糎
×
一
三
・
三
糎
）「M

r. N
agasaka Sekitai, a D

isciple of Chinese 
Poetry in his Chinese-styled Room

」。

（
５
）  

注（
１
）の
「
山
崎
敏
夫
年
譜
」
の
表
記
に
従
う
。

（
６
）  

安
城
市　

吉
沢
聚
湊
蔵
。

（
７
）  

『
下
谷
叢
話
』（
岩
波
文
庫　

岩
波
書
店　

二
〇
〇
〇
年
）
第
十
四　

九
四
頁
。

（
8
）  

「
永
坂
石
埭
略
伝
」（
六
七
頁
）
で
は
、
石
埭
が
星
巌
の
邸
址
を
探
り
求
め
た

の
で
は
な
く
、
偶
然
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
坪
谷
水
哉
「
玉
池
吟
社
の
遺
蹟
」

〔
伊
藤
信
氏
著
『
梁
川
星
巌
翁
：
附
紅
蘭
女
史
』（
梁
川
星
巌
翁
遺
徳
顕
彰
會
発

行　

大
正
十
四
年
刊
）
所
収
（
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧

可
）〕
を
引
用
し
て
紹
介
す
る

（
9
）  

注（
6
）に
同
じ
。「
陶
冶
性
霊
」
は
、
杜
甫
の
『
杜
少
陵
詩
集
』
巻
十
七　

解
悶
十
二
首　

其
七
の
七
言
絶
句
の
冒
頭
。（『
漢
詩
大
観
』
中
巻
一
三
五
五

頁
）。「
陶
㍼冶
性
霊
㍽存
㍼底
物
⊿
新
詩
改
罷
自
長
吟
。
熟
知
二
謝
将
㍼能
事
⊿
頗

学
陰
何
苦
用
㍾心
。」

（
10
）  

安
城
市　

吉
沢
聚
湊
蔵
。



玉池仙館主人　永坂石埭の狂俳

二
三

 
 

　

題
辞　

印

 

可
無
警
句
暦
桑
弧
詞

雖
同
禮
自
殊
咲
其
風
流
余
社
未
欲
将
魚
目
混
驪
珠　

戊

子
十
月

 

　
　
　
　
　
　

石
埭

0

0

居
士
并
有
于
玉
池
之
祭
詩
龕　

0

0

0

0

0

0

  

印　

印

（
11
）  
注（
6
）に
同
じ
。

（
12
）  

木
村
芥
舟
（
き
む
ら‒

か
い
し
ゅ
う
）
一
八
三
〇
〜
一
九
〇
一　

幕
末
の
武

士
。
文
政
十
三
年
二
月
五
日
生
ま
れ
。
幕
臣
。
軍
艦
奉
行
と
な
り
、
万
延
元
年

遣
米
使
節
の
随
伴
艦
咸
臨
丸(

か
ん
り
ん
ま
る)

の
提
督
と
し
て
勝
海
舟
ら
と

と
も
に
太
平
洋
を
往
復
。
の
ち
開
成
所
頭
取
、
軍
艦
奉
行
、
海
軍
所
頭
取
を
歴

任
。
維
新
後
は
詩
作
、
著
述
に
し
た
し
ん
だ
。
明
治
三
十
四
年
十
二
月
九
日
死

去
。
七
十
二
歳
。
名
は
喜
毅(
よ
し
た
け)

。
通
称
は
勘
助
、
摂
津
守
。
著
作

に
「
三
十
年
史
」。『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）

（
13
）  

注（
３
）参
照
。

（
14
）   「
漢
詩
人
永
坂
石
埭
」（
一
一
七
頁
）
に
『
石
埭
翁
詩
稿
』
十
三
冊
（
蓬
左
文

庫
蔵
）
の
紹
介
が
あ
る
。

（
15
）  

「
全
国
書
画
一
覧
」
南
北
画
大
家
之
部
〔
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）〕
に
掲
載
。

 

「
東
京　

柴
田
芳
洲
」。https://w

w
w.tobunken.go.jp/m

aterials/bandu
ke/807156.htm

l
 
 

「
東
京
大
画
家
派
分
一
覧
表
」
南
宗
派
〔
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）〕
に
掲

載
。「
佐
久
マ
丁
三　

柴
田
芳
洲
」。https://w

w
w.tobunken.go.jp/m

ate
rials/banduke/807146.htm

l
 

東
京
文
化
財
研
究
所　

明
治
大
正
期
書
画
家
番
付
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
。

（
16
）  

安
楽
、
飛
猿
、
五
湖
の
居
所
は
、「
清
警
冠
句 

桑
弧
集
初
篇
課
題
」
に
記
載
の
も

の
。

（
17
）  

明
治
三
十
一
年
読
売
新
聞
連
載
「
明
治
の
江
戸
児
」
に
載
る
当
時
六
十
四
歳

の
国
周
の
談
話
に
、
飛
猿
が
青
松
庵
飛
猿
と
い
う
俳
名
を
も
つ
こ
と
等
が
載

る
。
森
銑
三
「
国
周
と
そ
の
生
活
」
七
（『
明
治
人
物
夜
話
』
東
京
美
術　

一

九
六
九
年
）
所
収
。
国
周
は
三
世
歌
川
豊
国
門
の
浮
世
絵
師
豊
原
国
周
（
一
八

三
五

－

一
九
〇
〇
）。

（
付
記
）

　

本
稿
を
為
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
吉
沢
義
夫

氏
、
東
海
近
世
文
学
会
令
和
三
年
十
二
月
例
会
で
の
口
頭
発
表
（Zoom

開
催
）
に

お
い
て
、
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
賢
に
は
心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま
す
。

＊　

生
活
科
学
部　

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科



表
1　

玉
池
仙
館
（
永
坂
石
埭
）
の
狂
俳
一
覧

〇
『
桑
弧
集
』
初
編
〜
第
13
編
中
、
玉
池
仙
館
の
掲
載
句
（
ル
ビ
は
概
ね
省
略
。
異
体
字
を
含
め
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
に
改
め
た
。）

通
番

編
別
　

題

付
句

編

点
者
・
○
付
数
字
は
所
載
順

刊
行
年

1

1

蓮
飯

白
衣
に
蚊
の
血
付
ケ
て
居
る

初
編

豊
年
評
⑧

Ｍ
21
・
10
刊

2

2

支
那
癖
先
生

戸
棚
に
昼
寝
し
て
御
座
る

初
編

五
湖
評
⑤

3

3

支
那
癖
先
生

紅
の
名な

ふ
だ刺

で
暑
気
見
舞
ふ

初
編

五
湖
評
⑮

4

4

お
チ
ャ
ラ
と
頓と

ん

子

馬
の
後
足
咥く

は

へ
合
ふ

初
編

若
葉
家
評
⑩

5

5

お
チ
ャ
ラ
と
頓
子

連
借
の
利
に
惘あ

き

れ
と
る

初
編

庵
千
成
評
⑱
・
古
の
幾
評
⑰

6

6

眉
に
皺

其
先
キ
読
で
貰
ツ
と
る

初
編

千
成
評
⑬

7

7

祝
ふ
誕
生

御
隠
居
先
キ
へ
酔
ハ
し
た
り

初
編

豊
年
評
⑮

8

8

妙

ヲ
レ
倒た

ふ

せ
が
る
奴
も
あ
る

初
編

豊
年
評
⑯

9

9

妙

何
が
利
イ
た
か
内
に
寝
る

初
編

五
湖
評
⑥

10

10

夏
の
月

ヘ
ボ
碁
の
四
天
王
揃
ふ

初
編

豊
年
評
⑰

11

11

ヘ
コ
理
屈

薩
摩
汁
し
て
書
記
招
く

初
編

古
の
幾
評
⑲

12

12

慾

大
垣
ア
屋
根
で
商
法
す
る

初
編

一
斎
評
⑰

13

13

利
イ
た
風

小
さ
な
声
で
諷
ツ
と
る

初
編

其
風
評
⑩

14

14

捲
上
げ
た
簾

一
ト
雨
が
秋
見
せ
て
行

初
編

安
楽
評
③

15

15

合
乗
り

朝
顔
三
鉢
萎
れ
と
る

初
編

安
楽
評
⑯

16

1

祠
掌
の
清
臣
さ
ん

贊の
つ
と詞

に
観
世
流
ま
じ
る

二
編

若
葉
家
撰
③

Ｍ
21
・
12
刊

17

2

利
己
主
義

無
給
で
家か

ふ扶
の
代
仕
と
る

二
編

若
葉
家
撰
③

18

3

雫
切
る
傘

在
庵
と
札
か
け
直
す

二
編

千
成
評
⑰
・
古
の
幾
評
⑮

19

4

軸
摺
れ
の
壁

糸
に
通
し
て
木
の
子
干
す

二
編

豊
年
評
⑭

20

5

軸
摺
れ
の
壁

匙
と
筮ぜ

い
ち
く竹

遊
ん
ど
る

二
編

湖
夕
評
⑱
・
飛
猿
評
⑬

21

6

軸
摺
れ
の
壁

彫
さ
し
の
盆
使
ツ
と
る

二
編

安
楽
評
⑳

22

7

天
長
節

欠
伸
三
ツ
で
日
が
暮
れ
る

二
編

湖
夕
評
⑤

冨　田　和　子

二
四



23

8

力
負
け

反
対
党
に
な
ツ
て
居
る

二
編

斐
文
評
⑬

24

9

捨
て
も
置
け
ず

広
告
で
見
て
代
理
出
す

二
編

五
湖
評
③

25

10

捨
て
も
置
け
ず

午ド

ン炮
聞
て
か
ら
蕎
麦
走
る

二
編

安
楽
評
⑥

26

11

ソ
レ
見
ロ

官
員
録
に
や
属
と
あ
る

二
編

五
湖
評
⑪

27

12

手
に
提
た
菊

古
戦
場
見
に
根
津
廻
る

二
編

神
嘗
小
集
抜
粋
⑤

28

13

自
称
紳
士

義
捐
の
相
場
聞
に
来
る

二
編

神
嘗
小
集
抜
粋
⑦

29

1

進
歩
ハ
様
々

教
師
に
辞
理
勤
め
と
る

四
編

若
葉
家
評
⑧

刊
記
欠

30

2

人
真
似

撲
文
字
附
の
名
刺
出
す

四
編

若
葉
家
評
⑩

31

3

大
奮
発

婆
々
も
片
側
如
源
買
ふ

四
編

若
葉
家
評
⑪
・
三
川
評
⑰
・
斐
文
評
④

32

4

村
で
の
小
町

榎
の
隠
居
痩
ら
か
す

四
編

若
葉
家
評
⑱

33

5

大
人
気
者

自
分
て
正
誤
出
さ
せ
に
行

四
編

古
の
幾
評
⑨

34

6

黒
板
屏
ヒ
ヨ
ロ
松

明
け
て
ラ
ン
プ
燈
つ
と
る

四
編

湖
夕
評
②

35

7

摘
草

編
み
掛
け
の
糸
落
し
た
る

四
編

斐
文
評
⑪
・
巴
郎
評
⑪

36

8

幇
間
の
里
風

御ご
ぜ
ん前

と
言
ツ
て
呵
ら
れ
る

四
編

五
湖
評
⑲

37

9

着
物
道
楽

竺
仙
連
き
て
土
間
に
居
る

四
編

安
楽
評
③

38

10

景
久
の
雲
雀

自
園
の
朝
茶
誇
ツ
と
る

四
編

巴
郎
評
⑨

39

11

い
そ
〳
〵
と
し
て

江
崎
へ
見
合
写
し
に
行

四
編

巴
郎
評
⑯

40

1

波
も
一
時

錆
と
る
攘
夷
刀
見
せ
る

五
編

若
葉
家
評
⑦

Ｍ
23
・
6
刊

41

2

生
憎

閑
の
あ
る
時
ア
金
が
な
い

五
編

若
葉
家
評
⑯

42

3

山
師
の
大
原

可
笑
な
手
帖
忘
れ
て
行

五
編

士
心
評
③

43

4

ヤ
レ
嬉
し
や

人
で
戒
檀
め
ぐ
ツ
た
り

五
編

士
心
評
⑮

44

5

見
か
け
に
よ
ら
ぬ

名
刺
に
勲
も
刷
て
あ
る

五
編

馨
評
③

45

6

手
持
無
沙
汰

引
越
し
た
先
き
聞
て
居
る

五
編

斐
文
評
⑥

46

7

巾
広
い
新
道

二
頭
の
輾き

し

る
砂
利
響
く

五
編

五
湖
評
①

47

8

こ
よ
ひ
の
月

野
営
も
喇
叭
吹
き
す
さ
む

五
編

安
楽
評
①

玉池仙館主人　永坂石埭の狂俳

二
五



48

9

一
口
謡

化
物
後
通
り
越
す

五
編

安
楽
評
⑤

49

10

見
て
貰
ふ
方
角

医
者
の
方
で
も
厭あ

い

て
居
る

五
編

安
楽
評
⑭

50

1

灰
吹
の
音

萩
押
分
け
て
膳
運
ぶ

六
編

附
録
月
次
集
第
五
回
抜
粋
①

Ｍ
23
・
10
刊

51

2

杖
曳
く
野
辺

夕
日
に
蝶
の
影
痩
る

六
編

附
録
月
次
集
第
六
回
抜
粋
⑥

52

3

米
櫃
娘

不
貞
寝
か
ら
熱
誘
引
出
す

六
編

附
録
月
次
集
第
六
回
抜
粋
⑦

53

4

華
長
者

五
月
蠅
て
開
け
過
て
居
る

六
編

附
録
月
次
集
第
六
回
抜
粋
⑨

54

1

慰
に
彫
る
印

外
科
で
近
村
鳴
ら
し
と
る

七
編

斐
文
評
⑫

Ｍ
24
・
1
刊

55

2

慰
に
彫
る
印

懲
り
て
遊
歴
生
泊
め
ぬ

七
編

安
楽
評
⑥

56

3

垢
抜
け

気
賀
で
一
中
う
な
つ
と
る

七
編

安
楽
評
⑥

57

4

臑
か
ち
り

一
字
貰
ツ
て
前
座
出
る

七
編

附
録
月
次
集
第
七
回
抜
粋
⑲

58

5

帯

夜
具
と
代
ツ
て
花
見
に
行

七
編

附
録
月
次
集
第
八
回
抜
粋
②

59

6

が
つ
か
り

書
留
で
来
て
為
換
な
い

七
編

附
録
月
次
集
第
八
回
抜
粋
⑥

60

7

天
窓
て
歩
む
人

蟻
の
話
に
耳
と
め
る

七
編

附
録
月
次
集
第
八
回
抜
粋
⑲

61

1

按
摩
の
幇
間

売
て
呉
れ
も
の
著
て
来
と
る

八
編

附
録
月
次
集
第
九
回
抜
粋
⑥

Ｍ
24
・
4
刊

62

2

盆
踊

総
門
高
う
月
更
け
る

八
編

附
録
月
次
集
第
九
回
抜
粋
⑬

63

3

甚
兵
衛
の
娘

十
九
で
十
九
貫
か
ゝ
る

八
編

附
録
月
次
集
第
九
回
抜
粋
⑬

64

4

皆
迄
言
ふ
な

奢
る
積
り
て
出
て
来
と
る

八
編

附
録
月
次
集
第
十
回
抜
粋
④

65

5

跡
の
祭
り

釣
り
遣
り
過
た
嬶
叱
る

八
編

附
録
月
次
集
第
十
回
抜
粋
⑤

66

6

感
心
な
嫁

帰
朝
待
ツ
間
に
英
語
せ
る

八
編

附
録
月
次
集
第
十
回
抜
粋
⑱

67

7

星

蔵
か
ら
出
し
た
繻
子
泣
け
る

八
編

附
録
月
次
集
第
十
回
抜
粋
⑲

68

1

誤

書
類
が
先
き
に
残
ツ
と
る

九
編

附
録
月
次
集
第
十
二
回
抜
粋
⑧

Ｍ
24
・
8
刊

69

2

一
代

殖
し
も
せ
ぬ
が
減
し
も
せ
ぬ

九
編

附
録
月
次
集
第
十
三
回
抜
粋
⑧

70

3

高
評

歌
舞
伎
で
ス
ペ
ン
サ
ー
見
せ
る

九
編

附
録
月
次
集
第
十
三
回
抜
粋
⑰

冨　田　和　子

二
六
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